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宿泊外国人比率 8 割のホテルが、日本の美で海外からのお客様をおもてなし。 
Artist in Hotel “アーティストルーム 招き猫” が完成しました 

絵画と日本文学のコラボ！美濃瓢吾×漱石=我輩は招き猫である！！  

 
  

パークホテル東京（汐留メディアタワー内）は、客室全体をアーティストが装飾する「Artist in Hotel」とい

う取り組みを 2012 年 12 月よりスタートしております。2016 年には 31 階フロアの客室すべてを改装する

べくプロジェクトが進行中ですが、このほど 18 室目の「アーティストルーム 招き猫」が完成いたしました。
※注 1 
 

「Artist in Hotel」とは、いわばArtist in Residenceのホテル版。アーティスト自身がホテルに滞在し実際に

施設やサービスを利用しながらその場の空気感を感じ取り、ホテルの客室を作品として制作すること。「日本の

美意識」を大きなコンセプトに据え、壁画のように部屋の壁紙に直接絵を描いたり、原画やオブジェを壁に設置

したりと、出来上がったお部屋は丸ごと、アーティストの世界観が伝わるお部屋となります。「相撲」や「禅」

といった、日本にまつわるテーマで制作され、主に海外からのお客様に向けて販売、ご好評をいただいています。 

 

18 室目は「招き猫」をテーマに画家の美濃瓢吾さんが 2015 年 10 月 21 日から制作をスタート、ホテルに

滞在しながら 1 ヶ月間制作を続け、2015 年 11 月 21 日に完成いたしました。 

 

「我輩は招き猫である。」この部屋の主題は招き猫であり、裏の主役は夏目漱石です。「枕屏風」に見立てた

壁に描かれたのは正体不明の招き猫たち。なかには美濃さんが近年モチーフとして描く妖怪、「猫又」も紛れ込

んでいます。ベッドのまわりに寄り合う招き猫の間には、漱石が詠んだ猫の俳句がちらりほらり。天井には、漱

石の処女小説「我輩は猫である」を拝借して、最後の場面と冒頭から抜粋した名文を書き記し、これを 13 年間

同居した自身の愛猫コネの独白としました。また枕屏風と反対の壁には、縁起の良い大入額が掛けられたように

描かれています。繊細に描かれたタトゥー柄の招き猫。その後ろ姿は、なんとも粋です。 

 

美濃さんが描く絵や文字は、独特で、どこか懐かしく、ユーモラス。夜の帳がおりる頃には、窓の外にも招き

猫の気配が。「アーティストルーム 招き猫」はさながら漱石の物語のなか、この部屋では人間と招き猫の立場

の逆転を楽しむことができます。いつもと違った視点で過ごす、そんな体験を世界中のお客様にご提供致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
アーティストルーム 招き猫 内観 

 



「アーティストルーム 招き猫 Artist Room Lucky Cat」概要 
宿泊開始：2015 年 12 月 7 日(月)より販売中 ※WEBサイト上、またはお電話にて 
部屋タイプ：アーティストルーム ダブル 広さ：22 平米 ベッドサイズ：1,600×1,950 
販売料金：1 室 2 名利用 40,000 円（消費税・サービス料・東京都宿泊税込） 
ご予約・お問い合わせ：03-6252-1100 
特設サイトURL  http://www.parkhoteltokyo.com/artcolours/aih.html 

【協力】 羽黒洞【総合プロデュース】creative unit moon (http://www.moooon.jp)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：出来上がりは 18 番目ですが、スタートしたのは 19 番目です。 

 
 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
パークホテル東京 マーケティング部 広報：宮崎、早乙女 

Email：y.miyazaki@parkhoteltokyo.com 〒105-7227 東京都港区東新橋 1-7-1 汐留メディアタワー 
TEL:03-6252-1111(代)  FAX：03-6252-1001 

 
裏の主役は夏目漱石！ 枕屏風の反対の壁に描かれた大入額 

 
制作中の美濃さん 

 

ベットから覗く鏡の中にも招き猫 

 
美濃さん近影 

 

 

 

天井に書き記されたのは「我輩は猫である」の抜粋 

 

国芳「金魚づくし」をモデルに 

美濃瓢吾（ミノヒョーゴ）略歴 1953 年大分県別府市に生まれる。立教大学経営学科卒業。 

出版社退職後、画家平賀敬に師事。30 歳代を浅草木馬館で過ごす。丸煎餅やピーナッツを売

る傍ら、福助・招き猫・大入看板画といった、いわゆる「祝額」を描き、大衆絵画をめざす。 

その後「浅草人間絶景論」と銘打ち、近未来の活人画（人間マジック）または見世物もどき  

浅草版「洛中洛外図」世界へと筆を進める。さらに仲間たちと「行商美術」を名乗り、全国津々

浦々を美術徘徊。50 歳代から「妖怪画」を描き始める。現在、豊後水道沿いの町で飼猫二匹

と独居中。生地である「別府」をテーマにした温泉妖怪図の構想に入る。 

著書： 「浅草木馬館日記」（筑摩書房）、「逐電日記」（右文書院） 

http://www.parkhoteltokyo.com/artcolours/aih.html
http://www.moooon.jp/

